
 

                       

平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 １ 日 

自 動 車 局 技 術 政 策 課 

 

日本初！対歩行者自動ブレーキの評価を開始！ 

今回評価した 11 車種の自動ブレーキは歩行者にも対応します！ 

～平成 28年度前期自動車アセスメントの評価結果を公表します～ 

               ※ 自動ブレーキの正式名称は、衝突被害軽減制動制御装置（略称：ＡＥＢＳ） 

＜平成２８年度前期自動車アセスメント評価結果のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 交通事故による死者のうち、歩行者が約 37％（平成 27 年）と最も高い割合を占めており、車両

の安全対策として、歩行者事故防止への対策が喫緊の課題です。 

・ このため、自動車アセスメントにおいて今年度より新たに「対歩行者自動ブレーキ※」の評価を

開始し、11 車種の評価を行いました。 

・ 今回評価した 11車種全てが予防安全性能の総合評価で最高ランク ASV++（71 点満点中 46 点

超）を獲得しました。最高得点は 70.5 点（71点満点）を獲得したマツダ(株)のアクセラです。 

 

【（独）自動車事故対策機構と同時リリース】 

【お問い合わせ先】 

  国土交通省 自動車局 技術政策課 蛯原 井上  

    電話：03-5253-8111（内線：42253）  

    直通：03-5253-8591  FAX：03-5253-1639 

＜衝突安全性能評価＞試験の例 

～フルラップ前面衝突試験～ 

＜予防安全性能評価＞試験の例 

～対歩行者自動ブレーキ試験～ 

※評価結果の詳細については、以下のホームページでもご覧いただけますのでご参照ください。 
 独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）http://www.nasva.go.jp/mamoru/index.html 

○予防安全性能評価（別紙１参照） 
  ・ 乗用車 11 車種について評価を実施 

メーカー（車種数） 評価対象となった 11車種 
スズキ （１車種）   イグニス 
スバル （４車種）   インプレッサ，フォレスター，レヴォーグ/WRX，レガシィ 
トヨタ （２車種）   クラウン アスリート/クラウン ロイヤル/クラウン マジェスタ，プリウス 

レクサス （２車種）   GS/GS F，RX 
ホンダ （１車種）   フリード/フリード＋ 
マツダ （１車種）   アクセラ 

  ・ 今回評価した 11 車種はすべて総合評価で ASV++（最高ランク）を獲得 
  ・ 対歩行者自動ブレーキについては、マツダ(株)のアクセラが最高 24.5 点/25 点満点を記録 

※各装置はドライバーを補助するシステムであり、万能ではありません。気象条件や周囲の環境、路面状態等によってはシステムが作動しない場合
や十分な効果を発揮しない場合があります。 

○衝突安全性能評価（別紙２参照） 
  ・ 乗用車３車種、軽自動車１車種の計４車種について評価を実施  
  ・ ４車種中２車種がファイブスター賞を獲得 

 
 
 
 
 

 
 
 

総合評価：自動ブレーキ（対
車両・対歩行者）、車線はみ
出し警報、バックビューモニ

ターの４つの試験の合計得点
による評価をいう。 

（五十音順） 

平成28年度 第２回車両安全対策検討会
　　　　　　　 　　 平成28年12月9日
　　　　　　 安全－資料１１ 
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平成 28年度（前期）予防安全性能評価結果
別紙1





平成 28年度（前期）衝突安全性能評価結果
別紙2



（参考） 
我が国の交通事故実態と自動車アセスメントにおいて 

対歩行者自動ブレーキの評価を開始した背景 

 

交通事故による死者数のうち歩行者が約37％（平成27年）と最も高い割合を占めており、歩行

者の安全対策が車両安全対策において喫緊の課題となっています。 
 
車両と衝突する歩行者の被害を軽減するため、自動車の安全基準において頭部保護基準や脚部

保護基準が順次導入され、車両側における歩行者の被害軽減対策の拡充が図られてきたところで

すが、今後は自動車の先進安全技術を活用し、車両と歩行者等との衝突を未然に防止する予防安

全対策を講じることが重要となっています。 
 
国土交通省と独立行政法人自動車事故対策機構は、平成７年度から、自動車等の安全性能の評

価・公表を行うことによって安全な自動車等の普及促進を図る自動車アセスメントを実施してお

り、平成26年度からは、前方車両に対する自動ブレーキや車線逸脱警報装置等、事故を未然に防

ぐ先進安全技術を搭載した自動車の予防安全性能評価を行っています。 
 
本年度から、新たに対歩行者自動ブレーキを安全性能評価の対象として加えることにより、歩

行者の事故の防止に向けた、より安全な自動車の普及を図ってまいります。 

 
 

～我が国の交通事故実態～ 
 
●状態別の交通事故死者数（平成 27 年） 

 
交通事故死者数（4,117 人）のうち、約 37％（1,534 人）は歩行者 

（資料）警察庁資料より国土交通省自動車局作成 
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●状態別の交通事故死者数の推移 
 

・ 状態別の交通事故死者数の経年変化を見ると、かつては「自動車乗車中」の死者が
最も多かったが、近年その数が大きく減少。 

・ これに対して、「歩行中」の死者数は減少幅が小さく、平成 20 年以降は、「歩行
中」の死者が最多となっている。 

 
（資料）警察庁資料より国土交通省自動車局作成 

 

 
●主要国における状態別の交通事故死者数の内訳 

・ 他の先進国と比較しても、我が国は「歩行中」の死者数の割合が際立って高い。 

 
（資料）警察庁資料より国土交通省自動車局作成 
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自動車アセスメントとは

直近１年間の販売実績が上位の車種や自動車メーカーから希望のあった車種について、衝突試験、
歩行者頭部保護性能試験等のさまざまな安全性能評価試験を実施 パンフレットやホームページ

において、★の数など、わか
りやすい形で、評価結果を
公表

結果の公表試験の実施

○ﾌﾙﾗｯﾌﾟ前面衝突試験 ○対歩行者自動ブレーキ

○車線はみ出し警報

○後方視界情報

自動車ユーザーが安全な車を選びやすい環境を整えるとともに、自動車メーカーによる安全な自動車の開発
を促進することにより、安全な自動車の普及促進を目的として平成７年度より実施
（独）自動車事故対策機構が、市販されている自動車を対象に、衝突時の乗員の被害軽減性能、予防安全性
能等の比較試験を行い、その結果を公表
※ 自動車アセスメントの一環として、「チャイルドシート」の安全性能比較試験（前面衝突試験、使用性評価試験）も実施

（平成７年度～） （平成２６年度～）

○対車両自動ブレーキ

横断中の歩行者を検知し、自動でブレーキ操作を行うシステムにつ
いて、衝突の回避あるいは減速量に応じて評価

等

予防安全性能評価

○ｵﾌｾｯﾄ前面衝突試験

○側面衝突試験 ○後面衝突頚部保護性能試験

○歩行者頭部保護性能試験

衝突安全性能評価

Ｈ２８年度
ＮＥＷ！

○歩行者脚部保護性能試験

○予防安全性能評価のイメージ


